
- 1 -

平成２７年度 校内研究全体構想図

◇東二番丁小学校の校内研究で目指すもの◇

◇東二番丁小学校の校内研究の特色◇

教育改革推進の視点

↓

「生きる力」をはぐくむ

「伝え合う力」を高める

学校教育目標から

↓

「確かな学力」

伝え合い学び合う児童の育成

― 思考を深める手だての工夫をを通して ―

言語活動の充実

国語・社会・理科・生活科・生活単元

【研究授業の取組】

模擬授業（３０分）

↓

研究授業（４５分）

↓

授業検討会（３０分）

↓

研究授業のまとめ（１週間後）

授業記録（１週間後）

研 究 集 録

【共通の取り組み】

①「東二小版 説明・話合い名人」

の作成・実践

② スピーチや音読の重視

（『話す・聞くスキル』の活用）

③ 家庭・地域との連携

研 究 主 題

課題について自分の考えをもち，伝え合い，自分の思いや考えを修正したり深め

たり創造したり，集団の考えを発展させたりすることができる子

説明し合う・話し合う・考えを練り合う

児童の姿から

○理由を付けて発表できる ○ペア・グループ学習がスムーズ ○スピーチが上手

●音読や発表に自信がない●話せる子と話せない子の差が大きい。

●自分の考えを持てない。 ●個人の考えを集団で練上げることができない。

昨年度までの研究を基にし，さらに優れた授業を

創造・発信し，自らの授業力を高める。
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１．伝え合い（説明・話合い）学び合う児童の育成

２．授業研究のシステム化（「模擬授業」「研究授業」「検討会」の日常化）

思考場面の充実


